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四拾壱年前の惨禍
井上國男
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（
四
拾
壱
年
前
の
惨
禍
）

（
四
拾
壱
年
前
の
惨
禍
）

（
井
上
國
男
）

　
叔
父 

故 

井
上
国
男
（
行
年
86
歳
）
の
手
記
で
す
。〈
平

成
22
年
７
月
29
日
他
界
〉
私
が
ま
だ
若
い
頃
に
叔
父
か
ら

託
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
ま
ま
長
い
年
月
の
間
、
し
ま
い
込

ん
で
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
叔
父
の
手
記
の
場
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

（
２
０
２
２
年
５
月
21
日　
牟
田
む
つ
み
）

井上國男さんの手記（自筆）の表紙
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戦
争
が
可
烈
に
な
り
、従
来
徴
兵
検
査
は
二
十
才
で
あ
っ

た
が
、
昭
和
十
九
年
、
一
年
繰
上
げ
十
九
才
で
徴
兵
検
査

を
受
け
る
。

　

昭
和
二
十
年
五
月
、
佐
世
保
鎮
守
府
針
尾
海
兵
団
に
衛

生
兵
と
し
て
入
団
す
る
。
海
兵
団
に
於
て
、
普
通
科
の
訓

練
を
受
け
る
。
普
通
科
を
二
ヶ
月
の
特
訓
に
依
り
終
了
、

其
の
後
広
島
の
賀
茂
の
衛
生
学
校
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て

い
た
が
、
戦
局
は
益
々
可
烈
に
な
り
、
制
空
権
は
連
合
軍

の
手
中
に
あ
っ
て
、
兵
隊
が
汽
車
で
移
動
す
る
こ
と
は
、

危
険
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
佐
世
保
の
海
軍
病
院
で
、
衛

生
兵
の
普
通
科
練
習
生
と
し
て
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

佐
世
保
に
移
動
す
る
前
に
、
爆
撃
を
さ
け
る
た
め
、
川

棚
の
魚
雷
工
場
の
疎
開
作
業
に
五
日
間
の
予
定
で
応
援
に

行
っ
た
。
梅
雨
時
で
、
連
日
の
雨
、
泥
道
を
四
㎞
─
五
㎞

の
道
を
、
一
人
又
は
二
人
が
か
り
で
、
魚
雷
工
場
の
材
料

で
あ
る
砲
金
を
運
ん
だ
。
重
く
て
肩
に
ず
っ
し
り
と
喰
込

ん
で
、
辛
い
作
業
で
あ
っ
た
。
兵
隊
も
、
徴
用
者
も
、
工

員
も
、
雨
の
中
泥
道
を
必
死
に
運
ん
だ
。

　

二
日
目
の
夜
、
空
襲
で
、
佐
世
保
が
爆
撃
さ
れ
た
。「
海

軍
病
院
も
や
ら
れ
た
ら
し
い
ぞ
」
…
…
「
俺
達
は
何
処
に

行
く
ん
だ
ろ
う
。」
と
口
々
に
話
し
て
い
た
。

　

作
業
は
三
日
目
も
黙
々
と
し
て
続
け
ら
れ
た
。

　

四
日
目
の
朝
、
突
然
！
「
針
尾
海
兵
団
に
帰
る
！
」
と

の
命
令
が
あ
り
、
元
気
な
も
の
は
行
軍
、
病
気
の
者
は
ダ

イ
ハ
ツ
船
で
針
尾
に
帰
っ
た
。
と
其
の
夜
、
川
棚
の
魚
雷

工
場
内
の
吾
々
兵
隊
が
寝
泊
し
て
居
た
、
屋
舎
が
爆
撃
さ

れ
た
と
の
報
せ
が
あ
っ
た
。「
オ
イ
！　

俺
達
助
か
っ
た

な
ァ
。」
と
、
戦
友
共
々
に
無
事
を
喜
ん
だ
。

　

其
の
後
、
佐
世
保
に
行
か
れ
な
く
な
っ
た
、
十
一
─ 

十
四
衛
練
分
隊
は
、
二
つ
に
分
か
れ
て
、
教
育
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
、
吾
々
十
一
─ 

十
二
衛
練
分
隊
は
、
大
村
海

軍
病
院
へ
、
十
三
─ 

十
四
衛
練
分
隊
は
、
嬉
野
海
軍
病
院

へ
、
と
別
か
れ
て
移
動
し
た
。

　

大
村
海
軍
病
院
で
普
通
科
練
習
生
と
し
て
、
看
護
学
や
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必
要
な
軍
事
訓
練
、
法
規
の
勉
強
等
の
特
訓
の
毎
日
が
続

く
、
七
月
の
日
々
、
暑
い
中
の
特
訓
で
あ
る
。
其
の
間
に

も
連
日
の
様
に
、日
本
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
空
襲
が
あ
る
。

大
牟
田
市
も
そ
の
頃
の
夜
、
焼
夷
弾
攻
撃
で
全
滅
の
報
を

き
く
。

　

夜
は
病
棟
の
保
安
直
、
注
射
の
実
習
等
、
日
一
日
が
矢

の
如
く
過
ぎ
去
る
。
空
襲
は
益
々
烈
し
く
な
る
。
其
の
度

び
に
防
空
壕
に
避
難
す
る
こ
と
も
多
く
な
る
。
避
難
も
負

傷
兵
を
誘
導
し
乍
ら
の
避
難
で
あ
る
。
其
の
度
び
に
負
傷

兵
は
、
吾
々
衛
生
兵
に
感
謝
し
て
く
れ
た
。
吾
々
も
亦
、

懸
命
に
い
た
わ
る
の
だ
っ
た
。

　

日
は
過
ぎ
て
八
月
と
な
る
。
毎
日
看
護
学
科
、
実
習
の

勉
強
が
続
く
。

　

そ
し
て
八
月
九
日
、
午
前
十
時
か
ら
十
一
時
迄
、
諸
法

規
の
勉
強
で
あ
る
。
十
一
時
頃
か
ら
食
卓
番
は
、
食
事
の

用
意
に
放
炊
場
に
行
く
。
其
の
他
の
者
は
自
習
を
す
る
の

で
あ
る
。
其
の
自
習
の
合
図
に
教
官
が
「
温
習
に
か
か

れ
！
」
の
合
図
と
同
時
に
、
西
の
窓
の
方
向
に
閃
光
が
し

た
。
其
の
閃
光
は
写
真
を
撮
る
時
の
光
圧
を
感
じ
た
。（
大

村
─
長
崎
距
離
直
線
約
二
十
㎞
）時
十
一
時
二
分
で
あ
る
。

吾
々
は
西
の
窓
際
に
走
り
寄
り
西
の
空
を
み
る
。
雲
一
点

な
く
、
じ
り
じ
り
と
照
り
晴
れ
渡
っ
た
紺
碧
の
西
空
、
長

崎
の
上
空
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
き
の
こ
雲
が
姿
を
大
き
く

し
な
が
ら
浮
昇
し
て
い
た
。（
き
の
こ
雲
は
夏
独
特
の
白

雲
の
中
が
茜
色
に
め
ら
め
ら
と
燃
え
て
外
部
に
ボ
ケ
て
、

そ
れ
は
美
し
い
雲
で
あ
っ
た
）
窓
際
に
走
り
寄
っ
た
兵
達

は
、「
ア
レ
は
何
ん
だ
、
ア
レ
は
何
ん
だ
」
と
、
異
口
同
音

に
云
い
な
が
ら
見
て
い
た
ら
、
ガ
！
ガ
！
ガ
ー
ン
！ 

と
爆

発
音
が
し
て
今
に
も
ガ
ラ
ス
が
破
れ
ん
ば
か
り
の
音
、
振

動
で
あ
っ
た
。「
之
は
大
変
！　

大
変
！　

直
ち
に
待
避
！　

待
避
！
」
と
叫
ん
で
、
病
棟
の
負
傷
患
者
を
誘
導
し
壕
に

避
難
す
る
。
壕
の
入
口
か
ら
其
の
キ
ノ
コ
雲
を
見
て
居
る

と
Ｂ
29
が
左
旋
回
上
昇
し
て
い
た
。
其
の
左
横
遙
か
に
離

れ
た
と
こ
ろ
に
、
ピ
ン
ポ
ン
玉
位
の
白
い
玉
が
浮
い
て
い
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た
。
其
の
玉
を
み
て
、「
又
あ
れ
が
爆
発
す
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
？
」
と
、
お
の
の
い
て
み
て
い
た
。

　

此
の
出
来
事
は
空
襲
警
報
が
解
除
さ
れ
て
警
戒
警
報
時

の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
美
し
い
キ
ノ
コ
雲
が
、
あ
の

恐
ろ
し
い
原
爆
で
あ
っ
た
と
は
…
…
其
の
時
は
知
ら
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
註
）（
ピ
ン
ポ
ン
玉
位
の
浮
遊
物
は
終
戦
後
○
○
年
○
月
ラ

ジ
オ
放
送
の
終
戦
秘
話
で
聞
い
た
の
で
あ
る
が
、
米
国
の
科
学

者
が
日
本
の
科
学
者
に
送
っ
た
通
信
筒
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
内
容
は
よ
く
知
ら
な
い
が
、
戦
争
を
止
め
な
さ
い
！　

で
な
い
と
こ
ん
な
悲
惨
な
こ
と
に
な
る
と
の
警
告
で
あ
っ
た
ら

し
い
）

　

其
の
後
警
報
も
解
除
さ
れ
て
平
常
に
戻
る
。

　

海
軍
病
院
で
は
午
後
八
時
に
な
る
と
、「
火
の
元
点
検
吊

床
降
せ
！
」
と
ス
ピ
ー
カ
ー
で
報
ぜ
ら
れ
、
警
備
当
直
以

外
は
就
寝
で
あ
る
。
夏
は
未
だ
明
る
さ
が
あ
る
。
私
た
ち

の
兵
舎
は
病
院
で
あ
る
た
め
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
で
は
な
く
、

畳
一
枚
大
の
ベ
ッ
ド
で
蚊
帖
も
一
人
一
人
の
も
の
で
あ
っ

た
。
初
め
教
班
長
が
「
貴
様
達
の
寝
台
、
其
の
他
、
手
箱
、

必
需
品
入
れ
は
、
兵
学
校
並
み
の
も
の
だ
！　

有
難
く
思

え
！
」
と
の
事
だ
っ
た
。
そ
の
夜
（
九
日
）
午
後
八
時
の

吊
床
降
せ
！
の
報
で
、
毛
布
を
し
き
蚊
帖
を
降
し
て
床
に

つ
く
。
未
だ
暗
れ
や
ら
ぬ
景
色
に
眠
れ
ず
、
戦
友
と
ヒ
ソ

ヒ
ソ
話
し
、
ひ
る
間
の
出
来
事
が
余
り
に
大
き
な
出
来
事

で
あ
っ
た
為
、
皆
な
直
感
し
て
居
た
。「
オ
イ
今
夜
、
総

員
起
し
が
な
け
れ
ば
い
い
が
な
ァ
！
」
と
云
っ
て
話
し
を

し
て
居
た
。
が
、
毎
日
の
猛
訓
練
に
疲
れ
て
か
、
何
時
の

ま
に
か
眠
り
こ
け
て
い
た
。
と
其
の
時
、
案
の
定
…
「
総

員
起
し
。
庁
舎
前
集
合
！
」、「
総
員
起
し
。
庁
舎
前
集

合
！
」。
ス
ピ
ー
カ
ー
で
緊
急
命
令
で
あ
る
。
そ
ら
き
た
！　

吾
々
十
一
分
隊
、
十
二
分
隊
、
馳
足
で
庁
舎
前
に
集
る
。

時
午
後
十
時
で
あ
っ
た
。
軍
医
、
下
士
官
、
従
軍
看
護
婦
、

手
の
あ
い
て
居
る
者
全
員
で
あ
る
。

　

所
轄
長
○
○
少
将
か
ら
緊
急
指
令
で
あ
る
。

　

「
本
日
午
前
十
一
時
二
分
、
長
崎
に
、
原
爆
が
投
下
さ
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れ
、
爆
心
地
市
街
は
全
滅
で
あ
る
。
只
今
か
ら
、
軍
人
、

徴
用
、
一
般
市
民
、
雇
用
者
を
問
わ
ず
、
被
災
者
が
、
此

の
大
村
海
軍
病
院
に
入
院
治
療
を
す
る
。
直
ち
に
分
担
を

決
め
、
治
療
に
か
か
れ
！　

間
も
な
く
患
者
が
、
病
院
に

到
着
す
る
。」
と
の
命
令
で
あ
る
。
私
は
十
一
分
隊
で
翌
、

午
前
二
時
か
ら
で
、
十
二
分
隊
は
兵
舎
に
戻
ら
ず
、
其
の

ま
ま
各
病
棟
に
分
か
れ
治
療
に
か
か
る
。

　

私
達
十
一
分
隊
は
馳
足
で
兵
舎
に
戻
る
。
途
中
、
も
う

す
で
に
患
者
を
載
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
燈
火
管
制
の
暗
中

に
、
四
台
五
台
と
到
着
し
て
い
た
。
患
者
の
呻
き
声
、
泣

き
声
、
ア
イ
ゴ
ア
イ
ゴ
の
泣
き
声
は
、
一
き
わ
大
き
か
っ

た
。
そ
の
呻
き
声
、
泣
き
声
を
後
に
し
、
兵
舎
に
戻
り
床

に
つ
く
。
眠
り
も
、
そ
こ
そ
こ
に
、
交
替
時
で
あ
る
。
五

分
前
に
起
さ
れ
、
指
令
さ
れ
た
病
棟
に
行
く
。
各
病
棟
、

治
療
を
受
け
る
患
者
の
列
で
一
ぱ
い
だ
。
先
ず
病
棟
の
入

口
で
海
軍
の
洗
濯
ス
タ
ッ
プ
（
桶
）
に
シ
ョ
ウ
コ
ウ
水
の

一
％
液
が
一
ぱ
い
に
容
解
さ
れ
て
い
る
。
下
士
官
が
指
揮

を
と
り
、
満
員
の
患
者
を
次
ぎ
次
ぎ
に
、
兵
士
も
一
般
市

民
、
女
、
子
供
！　

泣
き
叫
ぶ
朝
鮮
人
！　

呻
く
重
症
患

者
！　

軽
傷
患
者
！　

背
中
一
面
に
母
指
大
の
負
傷
兵
！　

顔
面
火
傷
で
、
ノ
ッ
ペ
ラ
棒
の
様
に
な
っ
た
若
い
女
性
の

顔
！　

口
唇
や
、
其
の
他
の
粘
膜
が
爆
風
で
脹
れ
上
っ
た

患
者
！　

呻
く
、
泣
く
、
修
羅
場
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

其
の
夜
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
を
、
そ
の
昇
汞
水
で
患

部
を
消
毒
し
て
病
室
の
ベ
ッ
ド
に
寝
か
す
だ
け
が
せ
い

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
未
だ
次
々
に
ト
ラ
ッ
ク
で
燈
火
管
制

し
た
の
暗
中
を
患
者
が
送
ら
れ
て
来
る
。

（
註
）（
交
替
時
に
十
二
分
隊
の
兵
か
ら
聞
い
た
の
だ
が
、
燈

火
管
制
下
の
、
真
の
暗
で
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
患
者
を
担
架
に
載
せ

る
時
、
半
身
火
傷
の
患
者
を
、
何
人
も
車
か
ら
取
り
落
し
た

由
。
火
傷
部
の
皮
膚
が
剥
が
れ
手
か
ら
す
べ
り
落
ち
た
の
で

あ
る
。）

　

火
傷
は
医
学
上
、
四
ツ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
第
一
度

火
傷
、
第
二
度
火
傷
、
第
三
度
火
傷
、
第
四
度
火
傷
で
あ
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る
。
第
一
度
火
傷
は
ヒ
ボ
ク
ラ
メ
位
、
第
二
度
火
傷
は
赤

く
な
っ
て
、
皮
膚
が
剥
が
れ
る
位
、
第
三
度
は
糜
爛
性
、

第
四
度
は
真
黒
焦
で
あ
る
。

　

大
村
の
海
軍
病
院
に
送
ら
れ
て
来
た
患
者
は
殆
ん
ど
第

二
度
火
傷
か
ら
第
三
度
火
傷
に
近
い
患
者
が
多
か
っ
た
。

半
身
裸
体
の
人
は
腰
か
ら
上
全
部
、
白
い
シ
ャ
ツ
を
着
て

居
た
人
は
露
出
面
、白
い
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
着
て
居
た
人
は
、

白
い
面
は
火
傷
せ
ず
、
丁
度
太
陽
に
当
り
露
出
面
だ
け
が

焼
け
て
形
が
出
来
た
様
。無
論
顔
は
全
面
！　

又
は
半
顔
！　

一
部
！
と
、
様
々
の
火
傷
で
あ
る
。

　

送
ら
れ
て
来
る
患
者
が
一
段
落
す
る
頃
、
夜
は
白
々
と

明
け
て
き
た
。
八
月
十
日
で
あ
る
。
病
室
は
呻
き
声
！　

泣
き
声
！　

兵
隊
さ
ん
！　

水
！　

水
！　

水
下
さ
ー
い

と
、
息
絶
々
に
叫
ぶ
声
が
続
い
て
い
る
。

　

朝
食
を
済
ま
し
て
、
消
毒
だ
け
で
入
院
し
た
患
者
の
治

療
が
始
ま
る
。
軍
医
の
治
療
介
助
を
す
る
。
火
傷
の
患
者

に
施
し
た
治
療
は
火
傷
薬
の
マ
グ
ロ
イ
ド
と
ゆ
う
白
い
乳

液
を
患
部
に
筆
で
塗
り
、
其
の
上
に
、
リ
バ
ノ
ー
ル
液
（
消

毒
液
）に
浸
し
た
ガ
ー
ゼ
を
張
り
つ
け
る
治
療
で
あ
っ
た
。

軍
医
も
衛
生
兵
も
少
な
く
治
療
が
一
日
で
は
間
に
合
わ
な

い
状
態
で
あ
っ
た
。

　

半
身
裸
で
背
に
、
母
指
大
の
傷
の
あ
る
兵
が
蒼
白
な
顔

で
苦
し
そ
う
な
表
情
を
み
て
、
軍
医
と
治
療
に
ゆ
く
。「
夕

夜
昇
汞
水
で
消
毒
し
た
ま
ま
の
傷
が
痛
ん
で
ど
う
仕
様
も

な
い
」
と
、
懸
命
に
堪
え
て
居
た
。
背
中
一
面
の
傷
を
調

べ
る
と
、
中
に
硝
子
の
小
さ
な
破
片
が
、
ザ
ク
ザ
ク
と
入
っ

て
い
る
。
其
の
傷
の
中
の
硝
子
の
破
片
を
探
子
で
か
き
出

す
の
で
あ
る
。
患
者
は
蒼
白
な
顔
に
生
汗
を
か
い
て
激
痛

に
悶
え
て
い
た
。

　

吾
々
は
午
前
中
で
十
二
分
隊
と
交
替
で
あ
る
。
午
後
は

学
科
や
実
習
の
特
訓
で
あ
る
。空
襲
警
報
は
連
日
で
あ
る
。

十
一
日
、
十
一
分
隊
一
教
班
、
二
教
班
よ
り
、
各
四
名
計

八
名
が
、
教
班
長
に
連
れ
ら
れ
て
、
食
糧
庫
に
行
っ
た
。

何
事
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
海
軍
の
乾
パ
ン
九
ツ
穴
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